
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
考
え
を
政
策
の

基
本
理
念
に
据
え
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
発
想
を
も
っ
て
、
西
条
市
発

展
の
た
め
の
、
盤
石
の
礎
を
築
き
上
げ
て
ま

い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
市
民
と
肌
で
ふ
れ
あ
え
る
、
垣

根
の
な
い
普
段
着
の
市
政
」
と
い
う
政
治
信

条
と
経
営
感
覚
、
さ
ら
に
は
戦
略
的
思
考
を

も
っ
て
、
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
い
た
事
業

を
着
実
に
遂
行
い
た
し
ま
す
。

健
康
で
幸
せ
な
暮
ら
し
の
実
現

【
高
齢
者
福
祉
の
充
実
】

　

各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
旧
２
市
２
町

に
お
け
る
各
施
策
・
制
度
の
調
整
を
行
い
、

内
容
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
障
害
者
福
祉
の
充
実
】

　

身
体
障
害
者
移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
紙
お

む
つ
支
給
な
ど
に
つ
い
て
、
内
容
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

【
健
康
な
生
活
の
支
援
】

　

運
動
指
導
等
を
各
施
設
で
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
運
動
習
慣
の
定
着
化
を
図
り
、
生

活
習
慣
病
等
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
・
福
祉
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
健
康
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。

【
子
育
て
環
境
の
充
実
】

　

新
た
に
市
内
２
カ
所
で
休
日
保
育
を
実
施

し
、
休
日
に
お
け
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
育
児
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
強
化
・
充
実
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

自
然
環
境
豊
か
な
地
域
の
形
成

【
自
然
環
境
の
保
全
】

　

古
川
水
辺
公
園
整
備
事
業
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
カ
ブ
ト

ガ
ニ
の
保
護
、
棲
息
環
境
の
保
全
活
動
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

【
生
活
環
境
の
保
全
】

　

ご
み
の
排
出
抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め

の
方
策
や
分
別
収
集
、
施
設
整
備
な
ど
に
関

す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
ご
み
を
集
団
回
収
す
る
団
体

に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
、
内
容
を
よ
り
充

実
さ
せ
実
施
し
ま
す
。

【
環
境
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
】

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
含
め
た
新
市
の
環
境

に
関
す
る
統
一
的
な
方
針
と
し
て
の
、
環
境

基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
心
で
快
適
に
暮
せ
る
生
活
基
盤
の
整
備

【
都
市
基
盤
の
整
備
】

　

都
市
計
画
街
路
西
条
駅
前
干
拓
地
線
の
う

ち
、
未
整
備
の
区
間
に
お
け
る
改
良
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
壬
生
川
地
区
の
小
型

船
だ
ま
り
建
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
港
湾
計
画
に
基
づ
き
、
東

予
港
の
機
能
拡
大
を
図
る
た
め
、
西
ひ
う
ち

地
区
の
岸
壁
建
設
事
業
を
始
め
、
そ
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
営
住
宅
の
古
川
団
地
２
区

（
60
戸
）
の
建
替
え
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
も
配
慮
し
た
低
廉

な
住
宅
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
】

　

西
条
処
理
区
に
お
け
る
管
渠
整
備
事
業
お

▲自然環境の中で元気に走り回る「立て干し網」
　 （河原津海岸）

▲老人クラブ連合会のみなさんが丹精込めて育てた
椿の一輪挿しを展示する「椿一輪展」（椿交流館）

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
先
駆
け
ま
し
て
、
こ

れ
ま
で
に
本
市
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ノ
ン

フ
ロ
ン
型
の
冷
凍
冷
蔵
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

は
じ
め
、
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備

の
導
入
や
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
制
度
の
実
施
な
ど
、
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
に
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
は
燃
料
電
池
や
小
規
模
水
力

発
電
を
は
じ
め
、
高
温
、
高
圧
に
よ
る
水
の

特
性
変
化
を
活
用
し
た
、
亜
臨
界
・
超
臨
界

水
利
用
技
術
に
よ
る
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理

な
ど
、
新
た
な
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
の
実
用
化
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
技
術
の
導
入
は
、
環
境
保
全
と

産
業
振
興
と
い
う
、
と
も
す
れ
ば
背
反
す
る

課
題
の
両
立
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
環

境
に
や
さ
し
い
新
た
な
地
域
産
業
の
創
出
に

も
結
び
付
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て

も
、
環
境
保
全
を
重
視
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦

略
の
観
点
に
立
っ
た
、
更
な
る
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
の
導
入
を
推
進
し
ま
し
て
、
「
快
適

環
境
実
感
都
市
」
の
実
現
に
繋
げ
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

肌
で
ふ
れ
あ
え
る
普
段
着
の
市
政

　

本
市
が
今
後
、
持
続
的
か
つ
自
立
的
な
発

展
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
「
都
市
の
自
立

と
活
力
の
喚
起
」
「
都
市
の
個
性
の
創
出
と

創
造
力
の
発
揮
」
「
都
市
間
の
交
流
と
連
携

の
強
化
」
と
い
う
理
念
が
、
政
策
の
推
進
に

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

幾
多
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
下
に
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